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第４章 沖縄県の将来像 
第 4 章では、第 3 章で示した課題を解決し、2050 年までに目指したい沖縄県の姿について

記載しています。 
1. 基本理念（2050 年将来像） 
基本理念（2050 年将来像）を下記の通り設定しました。第一次戦略での将来像を踏襲して

います。 

 
 
沖縄県にある美しい自然、固有の生きものや独自の伝統・文化は、長い歴史の中でつくら

れたかけがえのないものです。自然は時に厳しく台風や地震のような災害や離岸流による水

難事故のような脅威になります。一方で、自然や伝統・文化を大切にし、上手に向き合うこ

とで、私たちの生活を豊かにしてくれるものでもあり、観光をはじめとした各種産業や教育

の発展の基盤となるものです。私たちは、この沖縄県に残された自然、伝統・文化を大切に

し、次世代につないでいかなければなりません。 
第 3 次沖縄県環境基本計画におけるアンケート結果では、「県民の望む将来像」として、平

成 13 年から令和 3年にかけて変わることなく「美しい自然と共存する社会」が最も望まれて

いました。また生物多様性国家戦略 2023－2030 が掲げる 2050 年ビジョンにおいても、「自

然と共生する社会」となっています。 
以上を踏まえて、沖縄県においても「自然と共生する社会」を目指すところから、「自然を

大切にする真心と、いきものとのゆいまーるを育む島々」を本戦略の基本理念（2050 年将来

像）として設定しました。 
  

「自然を大切にする真心
ちむぐくる

と、いきものとのゆいまーるを育む島々」 

 
沖縄県らしい自然と歴史、伝統・文化を大切にし、生物多様性を維持・回復させること

で、「自然と共生する社会」を目指し、持続可能な沖縄県の発展と誰一人取り残さない社会

の実現を目指します。 
そして、次世代にもこの美ら島を残していけるように取り組んでいきます。 
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2. 沖縄県における地域ごとの将来像 
沖縄県は大小様々な島からなる島嶼県です。便宜的に県内を 4 つの地域に分けて、「目指す

べき地域の将来像」を設定しました。将来像は前戦略で掲げたものを踏襲しています。 
 

（1）沖縄島（北部・中南部）の目指すべき将来像 

北部：「森と海とのつながりを大切にし、人々の生活と自然の営みが調和している地域」 

 

中南部：「よみがえる自然に生きものが集い、生活の中に生きものとのつながりを感じ

る地域」 

 
（2）宮古諸島の目指すべき将来像 

「恵みの雨が島を潤し、循環していくなかで、人々の生活と自然の営みが調和している

島々」 

 
（3）八重山諸島の目指すべき将来像 

「豊かなサンゴ礁と原生の森にすむ生きものたちが、人々のやさしさで育まれ、多くの

人々に大切にされている島々」 

 
（4）沖縄島周辺諸島及び大東諸島の目指すべき将来像 

「小さな島の個性豊かな自然を、島の人々の知恵とやさしさで育む島々」 

 
イラストにて各地域の生物多様性に関わる将来像のイメージを示していきます。 

  



 

89 
 

(1) 沖縄島（北部・中南部） 
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＊番号は県全体の課題（p84-85）から引用しています。 

  
・ロードキル対策、密猟等の防止、外来種の減少などにより、在来生態系が拡大 
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マングローブの拡大の様子の写真81  

 
81 植栽したマングローブ林の現況（2019 年） 上野ら 
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＊番号は県全体の課題（84-85）から引用しています。  

・外来種の減少などにより、在来生態系が拡大 
・開発によって失われた自然が代替措置などによって再生されていたり、緑化面積
が増加したりすることで、自然と触れ合う機会が増化 
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(2) 宮古諸島 
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＊番号は県全体の課題（p84-85）から引用しています。 

 
・開発によって失われた自然が代替措置など再生・維持、密猟の防止などにより 
 在来生態系が拡大。 
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(3) 八重山諸島 
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＊番号は県全体の課題（p84-85）から引用しています。  

・保護区の拡大、外来種の減少、密猟の防止などにより在来生態系が拡大 
・適正な観光利用で在来生態系を維持・回復 
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(4) 沖縄島周辺諸島及び大東諸島 
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＊番号は県全体の課題（p84-85）から引用しています。 

 
・保護区の拡大、外来種の減少、密猟の防止などにより在来生態系が拡大 
・適正な観光利用で在来生態系を維持・回復 
・漂着物の定期的な回収により、きれいな海岸を維持 


